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ୈ ��� ճݝޱࢁ医ࢣ会ੜ֔研修ηϛφʔ
と　き　令和 5 年 2 月 1� 日（日）10：00 ～ 15：00

ところ　山口県医師会 6 階　会議室

　本ߨԋでは、౻Ҫਖ਼ඒ�先生がઐとされてい
る機能ਆ経外科による;るえに対する࠷৽の࣏療
や、てんかんについて症例のಈըをަえ大変分
かりやすく͝ߨԋしていたͩいた。

̍ɽػਆܦ֎Պにͭいて
　てんかんと;るえは機能性疾患であり、命に係
わる疾患ではない。このような機能性疾患を外科
的に࣏療しようとするのが機能ਆ経外科である。
19�3 年͝ろから不ਵ意ӡಈの࣏療として機能ਆ
経外科が࢝まった。当時、パーΩンιン病の࣏療
として外科࣏療が行われていたが、19�0 年代か
ら -�%PQB ࡎが༻いられるようになり、内ༀが
パーΩンιン病࣏療の中৺となった。�1世لにな
り、てんかん外科ٴͼ定Ґ機能ਆ経外科のྖҬの
療がਐาしてきた。機能ਆ経外科がแׅする分࣏
野としてʮてんかん、精ਆ疾患ʢڧഭ性障害、トΡ
Ϩット症ީ܈ʣ、難࣏性仏௧ʢਆ経障害性仏௧ʣ、パー
Ωンιン病ɾ本態性ৼઓɾδストχアなどの不ਵ
意ӡಈ症、ᙲॖ、#SBJO�.BDIJOF� *OUFSGBDF、࠶生
医療ʯが挙げられ、多࠼になってきている。

̎ɽてΜかΜにͭいて
　てんかんをྺ࢙的にΈると、中世ΩϦスト教
時代にはʮຐつきʯと言われ、ޡղやภݟを生
͡ていた。しかし、19 世لには +BDLTPO がてん
かん発࡞はのਆ経ࡉ๔に༝来することを明らか
にするなど、そのϝカχズムが分かり࢝Ίてきた。
日本においてはಸྑ時代にはʮくつちɾくつちか
きɾた;れやまいʯ、ށߐ自体にはʮᚖᚉʯとݺ

ばれ、やはりޡղやภݟがあった。てんかんはݽ
発性、ޙ天性が多く、Ոܥ内発症は 4ʙ ��ఔ
である。てんかんはʮ大ʢਆ経ࡉ๔ʣにおこる
ಥવの異常なిؾ活ಈにより発࡞を܁りฦす慢性
の病ؾʯであり、大ൽ࣭にଛইがあれば୭でも
発症しうる。発࡞のタイϓには、ڧؒ代発࡞ʢけ
いれんʣ、য点意ࣝ減ଛ発࡞ʢ自ಈ症ʣ、য点意ࣝ
保持発࡞がある。またʮてんかんʢ&QJMFQTZʣʯとʮけ
いれん発࡞ʢ$POWVMTJPOʣʯは全く同͡というわ
けではない。けいれん発࡞があっても、てんかん
ではແい例としてٸ性症ީ性発࡞があり、てん
かんではあるが、けいれん発࡞がແい例としてඇ
けいれん発࡞ʢয点性意ࣝ減ଛ発࡞ʣが挙げられ
る。以্の通り、てんかん発࡞は明らかな༠Ҽが
ແい慢性疾患としての自発発࡞ʢඇ༠発性発࡞ʣ
である。༠発性発࡞はٸ性のへの৵ऻにより༠
発される発࡞であり、原ҼとしてԌ、外ই、
ଔ中、代ँ性発࡞が挙げられ、ٸ性症ީ性発࡞と
して、てんかん発࡞とは۠ผされる。࣏療につい
て、౻Ҫ先生の私ݟではٸ性症ީ性発࡞はອવと
してࢭず、�िؒఔで中ͤ༺てんかんༀは߅
Έて、発࡞がىこるようであれば、てんかんと診
அして࣏療をܧ続していくのがྑいとड़られ
ている。てんかんの実༻的ྟচ定ٛはこれまでは
ʮ�4時ؒ以্のִؒで生͡た�ճ以্のඇ༠発性
発࡞ʯのΈであったが、�014 年のࢽࡶ &QJMFQTJB
では前هに加えて、ʮ1ճのඇ༠発性発࡞ʴʢ大
ൽ࣭ʣ病変ʯٴͼʮ1ճのඇ༠発性発࡞ʴ
্のてんかん性ᑜʯがあれば、てんかんと診அ
するྲྀれになっている。本のてんかん有病者数
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は 9� ສ人と多く、あり;れた病ؾである。た
ͩし、さま͟まな科の医ࢣが診ているたΊ、一人
一人の医ࢣが診している患者数は少ない。てん
かんの年代ผ発症は、ۙ࠷ではଔ中ޙやೝ
症に合併する例が増加し、高齢者で増えてきて
いる。高齢者のてんかんはᙲᏀ発࡞よりも、目的
のない口をϞΰϞΰさͤるয点意ࣝ減ଛ発࡞が多
く、てんかん発࡞とはؾかれにくく、ೝ症と
ؒҧわれやすい。てんかんとӡస໔ڐについても
重要な՝題である。�011 年以߱、てんかん患者
が発࡞時にނࣄをىこしたใಓがなされることが
多かった。�014 年にʮվਖ਼ಓ࿏ަ通法ʯ、ʮ自ಈ
ंのӡసにより人をࢮইさͤる行ҝのॲേに関
する法ʢ自ಈंӡసࢮইॲേ法ʣʯが施行された
が、意ࣝ障害を伴わない発࡞やਭ中の発࡞は対
象からআ外された。またʮӡసに支障するおそれ
のある発࡞が �年ؒແいことʢༀの༻可ʣʯの
݅のもと、ंのӡసが可能とされた。てんかんの
診அが困難な症例の合、期ϏσΦ同時ه
ࠪݕで発࡞がଊえられれば、診அをつけること
ができる。ࢁ口ཱݝ૯合医療ηンターでは高ີ
ܭଌも行っている。಄ൽ্に �5� νϟンω
ルのిۃをつけて、てんかんのয点を୳し、.3*
্にөさͤることができる。てんかんとؑผす
き状態には大きくೋつある。ਆ経ௐઅ性ٴͼ৺
原性のࣦਆ発࡞ʢ4ZODPQFʣと৺Ҽ性ඇてんかん
発࡞ʢ1TZDIPHFOJD�OPOFQJMFQUJD�TFJ[VSFɿ1/&4ʣ
である。発࡞の状態でのؑผでは、てんかんであ
るয点意ࣝ減ଛ発࡞は数ेඵʙ数分ؒ意ࣝをࣦう
が、࢟ҡ持ۓےுは保たれるのでಥવれたり
はͤず、։؟しているのが特徴である。一方、ࣦ
ਆ発࡞は࢟ҡ持ۓےுのফࣦを伴うたΊれ
てしまい、ด؟しているのが特徴である。৺Ҽ
性てんかん発࡞では、期ϏσΦ同時هを
行うと、発࡞時にも異常が全くແく発࡞時ؒ
もく続く例がある。৺Ҽ性の合、ྑい࣏療法�
はなく、精ਆ科的カウンηϦンάなどを行い߅てん�
かんༀは༻しない。てんかんのༀ療法につ
いて、てんかん診療Ψイドライン �01� では࣏療
։࢝の原則は、༠Ҽのないॳ発てんかん発࡞では
通常࣏療を։ͤ࢝ず、�ճ目以߱に࣏療を։࢝す
る。しかし、ඇ༠発のॳճ発࡞でもը૾病変が

ある例、でてんかん性異常が明らかな例、
てんかんのՈྺがある例はてんかん発࡞の࠶発
が高く、࣏療։࢝を考ྀするとされている。߅
てんかんༀについては、部分発࡞についてはϨベ
νラηタム、ϖランパωル、ラίサϛドなどが༻
いられるようになった。カルόϚθϐンやラϞト
ϦΪンではༀがでやすい点、Ϩベνラηタムで
はқౖ性がでることがあるので、意が必要であ
る。妊娠可能なঁ性にはܗح࠵性の؍点からόル
ϓロࢎをආけるようにする、ຢは �00NH 以Լに
するなどのཹ意が必要である。手ज़࣏療が可能な
てんかんは̑�ఔと思われるが、ւഅߗ化を
伴う側಄༿てんかん、.3* でہݶする࣭ث病変
をೝΊるてんかんなどでは、たとえ難࣏でແくて
も࣏療ޮՌをݕ౼してੵۃ的に手ज़հ入すること
がある。そのଞ、.3* に異常がແいがɾ機
能ը૾でয点が特定できるༀࡎ߅性てんかん、
ٿ性のൣな病変のあるༀࡎ߅性てんかん、
ྗ発࡞を持つༀࡎ߅性てんかんがあるが、適
応にはज़前のධՁが重要である。てんかんの手
ज़には発࡞をܰくするのΈの؇的手ज़と、発࡞
を完全にࢭΊる࣏ࠜ的手ज़がある。また、内視ڸ
的手ज़、外視的手ज़、ϨーβーやχϡーロϞσϡ
Ϩーシϣン手ज़が行われるようになっている。こ
れらのਐาにより、ւഅߗ化症の合、側಄༿切
আज़を行い、�0ʙ �0�の発࡞ফࣦがある。ま
た、.3* ΨイドԼの定Ґ的Ϩーβーম٫法がԤ
ถでは༻いられ、日本でも少しずつऔり入られ
療であ࣏ΈஔによるࠐΊている。体内ຒΊ࢝
るχϡーロϞσϡϨーシϣンではਆ経ܹ療
法ʢ7/4ʣ、応ܕܹஔʢ3/4ʣ、ਂ部
ܹ療法ʢ%#4ʣがถで༻いられている。さらに
手ज़ロϘットが༻いられ࢝Ίている。ۙ࠷はてん
かん発࡞の予システムが։発されている。発࡞
時にはසഥになることをར༻し、৺ిਤをணし
ておき、සഥになるとスϚϗでϦアルタイムにղ
ੳしଈޮ性のあるༀࡎをす͙にҿΉຢは病院に連
བྷするなどのシステムの։発がすすんでいる。行
におけるてんかんは �01� 年からの医療ܭըで
あるʮ̑疾病ɾ5ۀࣄʯでは精ਆ疾患の中にҐஔ
づけられている。また、�015 年からてんかん
Ҭ診療連携体੍備�0�1、ۀࣄ 年からてんかん
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支援ڌ点病院備ۀࣄが࢝まり、全نࠃに֦大
している。�0�� 年 10 ݄からࢁ口ཱݝ૯合医療
ηンターがࢁ口ݝのてんかん支援ڌ点病院にࢦ定
されている。

̏ɽෆਵҙӡಈの֎Պ࣏療ʢࢁ口ݝではࢁ口ཱݝ
૯合医療ηンターとࢁ口大学病院で実施ʣ
　ৼઓʢ;るえʣはさま͟まな原Ҽにより生͡る
が、機能ਆ経外科では本態性ৼઓとパーΩンιン
病が重要となる。本態性ৼઓはをऔろうとする
ときなどに;るえप期がૣく、パーΩンιン病で
は安੩時に;るえप期がややい特徴がある。本
態性ৼઓでは、命をམとすことはແいが、ࣈがॻ
けない、৯ࣄができない、人目がؾになり外出で
きないなどの "%-ɾ20- をԼさͤる。内ༀ
による࣏療の有ޮは 50� ఔであり、日常生
活が障害される合は手ज़がקΊられる。不ਵ意
ӡಈに対する外科࣏療は定Ґ手ज़によるഁյ
ज़やௐઅ性のྑいి࣏ܹؾ療が行われている。
ਂ部ܹʢ%FFQ�#SBJO�4UJNVMBUJPOɿ%#4ʣ療
法は 1990 年代にフランス、άルϊーϒル大学の
#FOBCJE により։発され、日本では �000 年に保
が適応され、パーΩンιン病、本態性ৼઓ、δݥ
ストχアに༻いられている。パーΩンιン病で
あれば視চԼ֩、本態性ৼઓであれば視চ、δス
トχアであれば୶ٿ内અなど、のどこをܹ
するかによってޮՌが異なる。実ࡍに体内にຒΊ
ʣ、ΤクステンシϣンʢԆۃΉのはϦードʢిࠐ
༻ケーϒルʣ、パルス発生ثである。�000 年
に入り、.3* ΨイドԼでの定Ґ手ज़ができる
ようになり、ஔの精ࠩޡが 0�3NN以Լであ
り、ૂった部Ґからほとんどずれることなく手
ज़が行えるようになった。さらに、ࢦ向性のڧ
い %JSFDUJPOBM�-FBE が༻いられるようになり、少
し部Ґがずれてもܹの方向性を変えることによ
りௐが行えるようになってきた。また、体のಈ
き難さのࢦඪとなる内ిҐをݕし、ڧܹ
を自ಈ的に変ಈするシステムも༻できるように
なってきた。�パーΩンιン病の経աでの %#4 は
パーΩンιン病のॳ期は内ༀがྑくޮくୈ一
のਐ行期にӡಈ症ޙϋωムーン期があり、その࣍
状の変ಈが出࢝Ίたころに %#4 をຒΊࠐΉこと

により、症状を࠶վળさͤೋ࣍ϋωムーン期を
療とҐஔけられている。し࣏ることができる࡞
かし、5ʙ �年すると症状はまたਐ行していくた
Ί、内ༀとの併༻が重要である。本態性ৼઓに
対しては、視চをターήットとした %#4 を行う
ことで症状のվળができる。δストχアに対して
୶ٿ内અに対する %#4 を行う。%#4 のܹௐ
もਐาしている。10 年前までは病院で医ࢣが
ラインのஔを༻いてܹஔの設定を変ߋし
ていた。現在は #MVFUPPUI を༻いて自己ௐがで
きるようになってきた。また、ւ外では 7JSUVBM�
$MJOJD ができるようになっており、ΦーストラϦ
アの医ࢣがχϡーδーランドの患者のܹௐ
ができるようになっている。日本でもޙࠓ、同༷
なことが可能となる予定である。また、定Ґ的視
চݻڽज़ʢഁյज़ʣはݹくから行われていた
が、ۙ࠷になりٕज़もਐาしຑᙺをىこすことな
く、ਖ਼֬に施行できるようになってきた。現在は
։಄ͤずにԻを༻いた経಄֖.3ΨイドԼू
ଋԻ࣏療も行うことができるようになってき
ている。これまでࢁ口ཱݝ૯合医療ηンターでは
100 例以্の %#4 例ࢮ、療を行っているが࣏
はແく内出݂も 1��ˋとرであり、重ಞな内
出݂はແかった。அઢ、ނ障などஔに関する合
併症は4��ˋであった。%#4について精ਆ障害ʢڧ
ഭ性障害、トΡϨット症ީ܈ʣ、アルπϋイϚー
病に対する%#4 。されてきているࠂใۙ࠷療も࣏

ԋをకߨに౻Ҫ先生は以Լのことをड़てޙ࠷　
Ίくくられた。

　機能ਆ経外科について
ᶃ患者さんの生きがいのഒ増ܭը
ᶄࣦわれた機能の෮活ʢ機能࠶生ʣ
ᶅఘΊた人生をもう一औりすたΊの࣏療
ᶆϚインドίントロールではない

　ίンϐϡーターサイΤンスのਐาにより、ເ
いっͺいのະ来がちडけている。
　機能ਆ経外科を目ࢦす外科医が少ないが、ເ
のある分野であり、多くの人に関৺を持っていた
ͩきたい。
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ʮۙ࠷ͷෆ຺࣏療ʹ͍ͭͯʯ

内科教तث科॥ڀݚ科学ܥౡ大学大学院医学 த�༝ࢠل
ʦҹه：　　౻Ҫ　ਸ࢙］

　ྩ 5年 � ݄ 19 日のୈ 1�� ճࢁ口ݝ医ࢣ会
生涯ݚमηϛφー特ผߨԋ̎で、ౡ大学大学院
医学ܥ科学ڀݚ科॥ث内科教तの中野༝ࢠل�
先生によるʮۙ࠷の不຺࣏療についてʯの͝ߨ
ԋをഈௌした。৺ࡉಈ、৺ଁಥવࢮに関する࠷
৽のݟをަえ、࠷৽の࣏療法についてड़られ
た。

̍ɽ৺ࡉಈのૣ期ൃݟ
　৺ࡉಈは࠷も有病の高い不຺の一つであ
り、年齢がਐΉにつれて্ঢし、現在 1�0 ສ
人がጶ患している。日本॥ث学会のௐࠪでは、
�0 歳代でஉ性 3�4ˋ、ঁ性 1�1ˋ、�0 歳以্で
はஉ性 4�4ˋ、ঁ性 ���ˋに৺ࡉಈがΈられた。
発病に関連するҼࢠとして、高݂ѹや病、ං
ຬ、ਭ時ແٵݺ、高݂ࢎ症、٤Ԏ、アルίー
ルফඅ、Ҩや人छなどがあり、ੋਖ਼可能なもの
については、ੋਖ਼することがましい。৺ࡉಈ
があるとଔ中は �ʙ �ഒ、৺不全のϦスクは
 5ഒに্ঢする。さらにೝ症のϦスクも �
ഒに増加さͤると言われている。しかし、৺ࡉ
ಈ患者の 4ׂはແ症ީ性であり、それらのイ
ベントϦスクが高いのが現状である。特に診அ困
難な発࡞性৺ࡉಈでは、診அのたΊには携ଳ৺
ిਤܭや "QQMF�8BUDI を༻いた৺ిਤのهが
有ޮである。また、診அを্げるたΊには期
ؒの৺ిਤهが有༻であり、特にݕ出を্げ
るたΊには �िؒ以্の連続したهが必要と
なることもある。ۙ࠷では֤社から時ؒ৺ిਤ
Ϟχター機ثが発ചされている。
　৺ࡉಈの発症にはҨ的素Ҽの関༩も大き
く、特にҨࢠ多ܕとの関連性がࢦఠされてい
る。Ҩࢠ多ܕの中でも、࠷も出現සが高く、
しかもよく༻いられるのが一Ԙ基多ܕʢTJOHMF�

OVDMFPUJEF�QPMZNPSQIJTNɿ4/1ʣで、そのҨ
、ʢHFOPUZQFʣを全ήϊムྖҬでཏ的にௐܕ
疾患ײड性ྖҬをછ৭体্にϚッϓするのがή
ϊムϫイド関連ڀݚʢHFOPNF�XJEF�BTTPDJBUJPO�
TUVEZɿ(8"4ʣである。�不຺ྖҬで (8"4 が
ਐんでいる疾患は৺ࡉಈで、�01� 年時点で、
関連Ҩࢠは にまで増えている。その中でݸ�9
も 1*59� Ҩࢠはࠨӈඇ対শ৫の発生に関༩
するసࣸҼࢠとしてられ、本Ҩࢠの変異やܽ
ଛによって、৺݂ܥ異常などの先天異常を有す
るϦーΨー症ީ܈ʢ3JFHFS�TZOESPNFʣや৺ࡉ
ಈが生͡ることがられている。1*59� Ҩࢠ
を持つ人はಎ機能が不ྑであり、ࠨ৺が֦大す
る傾向にある。さらに৺ࡉಈと関連する 5つ
のҨࢠを৺ࡉಈ発生ݥةҼࢠとすると৺ࡉ
ಈのૣ期予ݟにܨがる可能性がある。

̎ɽ৺ࡉಈの࣏療にͭいて
　৺ࡉಈのༀ࣏療の主体はݻڽ߅療法であ
り、$)"%4 スίア 1点以্が適応になる。3ສ
人の日本人高齢৺ࡉಈ者の 9��4� にݻڽ߅療
法が行われ、その � ׂの患者に %0"$ʢ%JSFDU�
0SBM�"OUJDPBHVMBOUʣが༩されている。しかし、
高齢者ではసなどのアクシσントでༀを中
発生の増࠹の伷ޙされることも多く、そのࢭ
加にܨがっている。特にフϨイルで体障害が
ਐんͩ患者ではݻڽ߅ༀを中ࢭされることも多
く、このことが݂障害の増加につながってい
る。高齢者のༀアドώアランスを্げるたΊに
はༀༀࡎ数の減少、؆ศ化やհ護者のྗڠなど
を考ྀする必要がある。
　৺ࡉಈ患者はすでにࠨ内にน在݂ખがଘ在
することも多く、その 9ׂはࠨ৺ࣖ内にଘ在す
る。ࠨ৺ࣖに݂ખがଘ在すると৺のઢҡ化や内
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ൽ障害がਐ行し、݂ખのܗ成をますますଅਐさͤ
る。したがって、ۙ年ではݻڽ߅ༀ不༰者を対
象にࠨ৺ࣖดσόイスʢ8"5)."/5.ʣを༻
いた経ൽ的ࠨ৺ࣖดज़が行われる。(+"1 Ҩ
ಈを予ଌするࡉ性ස຺性৺࣏は難ܕ変異ܕ多ࢠ
৽たなϚーカーとなる可能性がある。৺ࡉಈの
৺ഥ数をن定するҼࢠのղ明により、Ϩートίン
トロール療法の৽たな࣏療法につながることも期
される。ස຺性৺ࡉಈの৺ഥ数ௐ療法では
目ඪ安੩時৺ഥ数を 110� 分とし、ۦࣨࠨ出が
40� 以্にԹଘされている合は、Ќःஅༀや
ベラパϛル、δルνアθムを༻い、৺機能Լ例
ではЌःஅༀ、δΰΩシンで৺ഥ数のԼをਤる。
　৺ࡉಈアϒϨーシϣンのクラスᶗの適応は高
のࠨ֦大、ࣨࠨ機能ԼをೝΊないༀ࣏療
߅性の症ީ性৺ࡉಈである。しかし、৺機
能の৺ࡉಈ症例に対するアϒϨーシϣン࣏療で
もༀ࣏療にൺֱして৺不全のٸ性増ѱを減少さ
ࡉもある。৺ࠂもԼさͤるとのใࢮ、ͤ
ಈによるස຺༠発性৺ے症のૣ期診அには)$/4
Ҩࢠ多ܕの関༩があり、৺不全のૣ期発ݟに有
༻であり、ૣ期のϦズムίントロールが予ޙのվ
ળにつながる。
　アϒϨーシϣン࣏療ޙの࠶発ࢭには適のӡ
ಈ、અञ、減ྔ、݂ѹのཧが重要である。さ
らにࣃप病の合併が৺ࡉಈ患者のෳ合イベント
の発現に関༩しており、ࣃप病の࣏療も重要とな
る。

̏ɽ৺ଁಥવࢮにͭいて
　ಥવࢮの定ٛはʮॠؒࢮあるいは発病ޙ �4 時
ؒ以内の内Ҽࢮʯとされている。૯লのʰྩ
3年൛　救ٸ救ॿの現گʱによると、救ٸൖૹさ
れた৺ഏ機能ఀࢭই病者数は年ؒ 1� ສ �000
人、うち৺原性৺ഏ機能ఀࢭ者数は �ສ 9000
人にの΅る。また日本 "&% によると、৺ଁஂࡒ
ಥવࢮの年ؒࢮ者数は �ສ 9000 人。1日に
�00 人、�分に 1人が৺ଁಥવࢮでくなってい
ることになる。原Ҽの大は݂ڏ性৺疾患である
৺ے伷࠹やڱ৺症などの৺ଁ病である。しかし、
本をؚΊたアδア人では৺ଁಥવࢮのうち、不
຺によるಥવࢮが多く、 ���をΊている。

　ϒルΨμ症ީ܈は不຺性৺ଁಥવࢮの一Ҽと
なる疾患である。Ҩ的素Ҽのڧいكな疾患であ
り、アδア人に多くΈられる。成人உ性にѹ的
に多くΈられʢஉঁൺ 10ɿ1ʣ、1� ༠ಋ৺ిਤ
のڳ部 71�73 ༠ಋで $PWFE もしくは、ܕ 4BEEMF�
#BDL ܕ 45 ্ঢをࣔすことが特徴である。ಥવ
を症ީ性ϒ܈ԟのあるطો生例やࣦਆなどのࢮ
ルΨμ症ީ܈として扱い、全く症状を有しない܈
をແ症ީ性ϒルΨμ症ީ܈に分ྨされ、྆者の࣏
療方が決定される。ϒルΨμ症ީ܈の �0ˋ
の症例では、4$/5"ʢ/B νϟンωルҨࢠʣの
ϛϡーテーシϣンにより発症する可能性がࣔさ
れており、さらにಥવࢮのՈྺを有する症例が
 �0ˋにΈられることから、Ҩ的νϟンωル
病が背景にあると考えられる。ӈࣨྲྀ出࿏を中৺
にした؏น性の࠶分ۃ異常が 71�3 の 45 ্ঢの
原Ҽと考えられ、৺ࣨࡉಈの発生についても৺外
ບ側と৺内ບ側の֦ு期のిҐࠩによるہॴのϦ
ΤントϦーʢQIBTF���SFFOUSZʣによると考えられ
ている。特にؒにಥવ生͡る৺ఀࢭ発࡞はʮΆっ
くり病ʯとしてられていた疾患܈と考えられる。
症ީ性ϒルΨμ症ީ܈では、ಥવࢮが 3 年で
�0ʙ 30�Έられるのに対し、ແ症ީ性ϒルΨμ
症ީ܈では৺ఀࢭ発࡞をきたすසは年�1࣍ˋະ
ຬと考えられている。ϒルΨμ症ީ܈における�
ಥવࢮϦスクをผ化することでಥવࢮϦスクを
予ݟするࢼΈもなされている。ಥવࢮ予ଌϞσル
ではᶃࣦਆのطԟ、ᶄ 71 の S�+ ִؒ、ᶅ 7� の
234 ִؒ、ᶆ̩のばらつきʢ5Q�F�EJTQFSTJPOʣ
を༻いることでײ 9��1�、特異 �5��� で予
。が可能であるݟ
Ϧスクの高いϒルΨμ症ࢮ療としては、ಥવ࣏　
には܈ީ *$% ২えࠐΈが必要となる。症ީ性ϒ
ルΨμ症ީ܈やՈྺを有する症例では২ࠐΈܕ
আࡉಈثʢ*$%ʣ࣏療が必ਢであるが、ແ症ީ性
ϒルΨμ症ީ܈では�*$% の必要性が少ないとも
考えられているが、ಥવࢮ予ଌϞσルをࢀ考に症
例͝とに *$% の必要性をݕ౼すきである。ϒ
ルΨμ症ީ܈の 13ˋに�4$/5" のҨࢠ異常
がݟ出され、Ҩࢠ異常がないものにൺし、生命
予ޙは不ྑである。る症例では、Ҩࢠ異常や
Ոྺを有さず、୯一の異常をөした୯一の疾
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患܈ではない可能性も考えられている。いずれに
ͤよ、ແ症ީ性ϒルΨμ症ީ܈における期にわ
たるಥવࢮのසをਖ਼֬にѲする必要があり、
そのことにより、ਅに *$% を必要とする症例の
ྟচ૾が明֬となることが期される。
　ϒルΨμ症ީ܈に対する৺外ບアϒϨーシϣン
はༀ߅性の৺ࣨࡉಈストーム例や *$% ಈ࡞
をසճにೝΊる例でਪクラスᶘ Cとなってい
るたΊ、症例͝とにその適応をे分にݕ౼する必
要がある。

̐ɽܹಋܥのϖʔγϯά࣏療にͭいて
　ϖースϝーカ࣏療としてै来ӈࣨϖーシンά
が施行されてきた。現在、ώスଋや٭ࠨをั
ଊし、ܹಋܥのωットϫークをհしてࣨࠨ৺
ฃが可能となり、より生ཧ的なڵのૣ期同期ے
ϖーシンά方法として目されている。ٱ߃ώス
ଋϖーシンάの有༻性は �000 年にॳΊてใࠂさ
れ、৺ࣨϖーシンάґଘ例ではӈࣨϖーシンάと
ൺֱし、৺不全入院ٴͼࢮをԼさͤる可能
性がある。�0�1 年本のΨイドラインでは、߃
ώスଋϖーシンάの適応として、ࣨಋ障害ٱ
患者で、高සの৺ࣨϖーシンάが予ଌされ、中
のࣨࠨऩॖ機能ԼをೝΊる合をクラス
ᶘ Bとして、ࣨࠨऩॖ機能ԼをೝΊない合は

クラスᶘ Cとしてਪしている。ޙࠓはྖ٭ࠨ
ҬϖーシンάをؚΊたܹಋܥϖーシンάが、
৺ଁ࠶同期療法の代ସ療法として、慢性৺不全の
。となることが予ଌされるࢶ療બ࣏

ͦͷଞ
ըでԼا医部会のۈ会ࢣ医ݝ口ࢁからはޙޕ　
。された࠵ԋ会が։ߨのه

ԋߨ 1
ྟচݚमࠜנक़ ,:050 Λ௨͡た医ࢣձͱए
ख医ࢣͱͷ͕ܨΓ
ɹژ医ࢣձཧࣄ
ɹ（ݩɾژ医ࢣձएखϫʔΩϯάάϧʔϓ）
科ɹງాɹ༞അثපӃফԽࣈୈೋेژ

ԋߨ �
医ࢣձʹΑΔएख医ࢣɾঁੑ医ࢣͷࢧԉઓུɿ

ݩͷएख医ࢣͷఆணΛͯ͠ࢦ
ɹژ医ࢣձཧࣄ
ɹژେֶ医ֶ෦ෟଐපӃ

医療҆શཧ෦ڭतɹদଜɹ༝ඒ

ɹ
　年齢を重Ͷていくと、ੲの自分では考えられないよう
な行ಈをとりは͡Ίて、自分でもͼっくりしています。
　日هをॻき࢝Ίました。私は、その日の出来ࣄやײ
のࡌهに対して、あまりՁを͡ײなくて、日هにまっ
たくڵຯがແかったです。̍年前にޙഐが 4/4 でʮ̏
年連༻日هʯをॻいているとͤࡌていました。これは、
ຖ日の日の̍ϖーδが、্中Լに̏ஈに分ׂされてい

て、まず্ஈに、ࠓ年の分をຖ日ίπίπࡌهして、̍年ޙには中ஈに、̎年ޙにはԼஈに、とه
̏、ாです。つまりهしていく日ࡌ 年分の同͡日の日هが̍ϖーδにॖڽされることになります。
࢝ຯ々に私もやりڵ、をくれますよʯと言っておりܙ年の自分がώントɾࡢ年や一ڈഐはʮޙ
Ίました。
。やっと、̍年前の日に到達し、̍年前のその日の自分と出会えましたۙ࠷　
　̍年前の自分も現在と同͡ようなΈや۪ஒを言っていました。あ、成してないなʙ、と͡ײ
ながらも、来年の自分のたΊにも日هを続けて、少しでも成のにཱてたいです。

3 年連用日記
山口ࢢ　小ࣰ　७一


